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新たな年を迎え、海部地域農業の飛躍を！
新年あけましておめでとうございます。旧年中は、農業者の方を始め関係機関、

団体の皆さまには農業改良普及事業に対して御理解と御支援をいただき厚く御礼

申しあげます。

昨年は、西日本の記録的大雨、連続した大型台風の襲来、北海道胆振東部地震、

そして早い梅雨明け後の酷暑など、多くの天災に見舞われ、農業にも甚大な被害

を及ぼしました。また、TPP11の発効など国際情勢も大きく変化しており、今

後の影響が懸念されます。

本年は、５月には新元号となり、６月には全国植樹祭が本県で開催されます。また、2020年

の東京オリパラに向けた動きも活発となります。農業分野においてもスマート農業の進展を始め、

経営体質の強化、競争力の向上がより一層求められます。

このような状勢を見据えながら、農業改良普及課は、皆様方と連携して、海部地域の農業が一

層発展するよう気持ちも新たに普及指導活動に取り組んでまいります。

海部農林水産事務所農業改良普及課 課長 竹 内 将 充

新たに農業経営士、農村生活アドバイザー、青年農業士になられた皆様

平成30年11月27日（火）の認定式において、新たに10名が愛知県知事から認定されま

した。今後のご活躍をご期待申し上げます。（敬称略）

● 農 業 経 営 士

黒田 耕作 中島 正弘 小粥 徳夫
(愛西市) (愛西市) (愛西市)

● 農村生活アドバイザー

横井 晴美 中野実智世 横井 珠紀 伊藤 裕美
(愛西市) (愛西市) (弥富市) (大治町)
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● 青 年 農 業 士

福田 真 伊藤 貴司 村瀬 公一
(弥富市) (弥富市) (弥富市)
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実演の様子

あいち農業経営相談所が開設されました
農業者が抱える様々な経営課題に対応し、農業者を支援する「あいち農業経営相談所（以

下、相談所）」がJA愛知中央会内に開設されました。専門家の支援を受け経営課題の解決に

取り組みたい農業者の方は、相談所又はサテライト窓口である農業改良普及課に、ご相談く

ださい。

新規就農者・女性農業者が農業機械の基礎を学ぶ

農業改良普及課は、平成30年10月15日、新規就農者及び若い女性農業者を対象に、「農

業機械の基礎～安全使用とメンテナンス～」をテーマに研修会を開催し、19名が参加しまし

た。

研修会では、農業改良普及課から、県内における死亡事故の実例を紹介するなどして、農

作業事故防止について説明しました。

JAあいち海部南部営農センター購買推進課の佐野様からは、ト

ラクター、耕耘機及び刈払機の使用方法等について、機種別の説明

と実演が行われ、その中では、最近の機械は操作性や安全性が向上

し、女性が扱いやすいものが多くなっているとの説明がありました。

実演時には、効果的な作業方法に関する質問などが活発に出され、

また、研修終了後のアンケートでは、「我が家の安全対策では不十

分だった」、「メンテナンスの重要性が改めて理解できた」などの

感想が寄せられ、農業機械に対する知識・技術と安全使用の意識

を高めることができました。

セミナー等のご案内

農業改良普及課では、新規就農された方及び女性農業者を対象としたセミナーを下記のとお

り開催します。ぜひご参加ください。

セミナー名 農業基礎講座（第３回） ヤングミセスセミナー（第３回）

対 象 者 就農３年目までの農業者等 概ね45歳未満の女性農業者

期日：平成31年１月16日（水）
期日：平成31年２月８日（金） 場所：JAあいち海部北部営農センター

内容 場所：愛知県海部農林水産事務所 内容：海部地域の歴史を食生活から学ぶ
内容：病害虫防除の基礎 今回は託児をつけます。託児を希望される場合は、

必ず事前に農業改良普及課に連絡してください。

※詳細は農業改良普及課にお問い合わせください。

①農業者が相談所（サテライト窓口）に相談。

②相談所から、専門家（中小企業診断士、経営コンサ

ルタント）が派遣され、経営診断、カルテ・経営戦

略を作成する。

③経営戦略の実践のため、相談所から農業者へ専門家

を中心とした経営支援チームが派遣され、経営課題

の解決に向けた伴走支援を実施する（複数回）。

＊専門家とは、弁護士、司法書士、行政書士、公認会

計士、税理士、中小企業診断士、社会保険労務士、

弁理士、不動産鑑定士、ファイナンシャル・プラン

ニング技能士、経営コンサルタント、農業経営アド

バイザー、デザイナー、社員教育接遇マナー講師、

大学教授、農業法人経営者等

＊経営支援チームとは、専門家と農業改良普及課職員、

JA営農指導員など

 


